
スマート・オコメ・チェーンによる生産から消費に至るまでの情報の連携と活用

○ 生産・加工・流通方法の情報がサプライチェーンを通じて共有され、消費者に商品の特色を伝達。

○ 国産品の国内外への供給拡大や付加価値を高めることにより農業者の所得向上につながるものとして期待。
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米の付加価値を高める特色ある生産・加工・流通方法の情報
を証明することも可能

○生産方法

・ 品種名

・ 田植え日

・ 施肥量

・ 防除日

・ 収穫日

○生産者情報

生 産

○乾燥・調製方法

・ 乾燥調製の方法

・ 乾燥・調製場所

○水分量

○施設の管理方法

・ 施設の点検日

・ 点検内容等

乾燥・調製

○検査方法

・ 検査場所

・ 検査機関名

・ 検査日

○検査結果
（穀粒判別器のデータ
等も含む）

検 査

○精米方法
・ 精米工場

・ 精米場所

○精米データ
（穀粒判別器のデータ

等も含む）

○食味関連指標

・ タンパク質
・ 水分
・ アミロース

・ 脂肪酸度

○機能性成分

・ＧＡＢＡ
・γオリザノール等

卸・精米

米の特色についての
情報が分かる

消費者

提供

スマート・オコメ・チェーン

フィードバック

（イメージ）
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